
　◆事務事業の概要◆

　◆事務事業の目標（成果）指標◆

算式

算式

　◆事務事業を構成する細事業の事業費・成果指標◆

指標

指標

指標

指標

◆事務事業を構成する細事業の評価◆

評価（担当課長） 事業の方向性 維持 予算の方向性 維持

事業の方向性
（事業全体の課題や改善方策

など）

　学校統合により台数が増え、中学校分と合わせて計22台を運行管理している。学校統合にあって
はスクールバス通学を望む声が強く、運行経路・時刻の検討、運転手の人選等の準備が必要となる
ため、肥大化した業務をどのように行うかが課題である。

Action ◆今後の事務事業の方向性◆

3

スクールバス購入事業【普通建
設事業】

※普通建設事業のため、評価不要

2

校外学習バス運行管理事業

Ａ Ａ Ａ

なし

1

スクールバス運行管理事業

Ａ Ａ Ａ

　学校統合により台数が増え、中学校分と合わせて計22台を運行管理して
いる。学校統合にあってはスクールバス通学を望む声が強く、運行経路・時
刻の検討、運転手の人選等の準備が必要となるため、肥大化した業務をど
のように行うかが課題である。

Check Ａ ： 適正である　Ｂ  ：検討の余地あり　Ｃ ： 見直しすべき

枝
番

　細事業名 妥当性 有効性 効率性 課題と対策

0

一般財源 38,407 39,133 44,093

地方債 1,100 0 4,300

その他 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金 1,060 0 2,500

県支出金 0

事業費の合計（千円） 40,567 39,133 50,893

0 0

増額

購入台数 台 1 - - 1 事業 維持
3

スクールバス購入事業【普通建設事業】 2,460 0 7,313 予算

運行回数 回 344 370 300 350 事業 維持

18 事業 維持

2
校外学習バス運行管理事業 2,074 1,021 2,592 予算 維持

予算 維持

目標（成果）指標名 単位

運行台数 台 16 17 17

重点
細事
業事業の方向性

1
スクールバス運行管理事業 36,033 38,112 40,988

枝
番

細事業名
H25

決算額
H26

決算額
H27当初
予算額

H28以降の
予算の方向性

H25実績値 目標値 実績値 H27目標値

－ 333 -
-

実績値

スクールバス利用児童数
人 373 － 349

目標（成果）指標名
単位

25年度
実績値

26年度（評価年度） 27年度
目標値

28年度
目標値

31年度
目標値指標の算式 目標値

対象 ①遠距離通学児童及びその保護者　　②児童

意図
（対象をど
のようにし
たいか）

①遠距離通学児童の登下校の負担減と安全を確保する。
②校外学習を支援し、教育を受ける機会を提供する。

Do

H27教育行政方針 該当なし H27：重点●政策○ -

事業
概要

①児童の遠距離通学にかかるスクールバス運行管理事業
②校外学習等のスクールバス等の運行にかかる校外学習運行管理事業
　予算内容は、スクールバス維持費、運行委託料（通学・校外学習）である。

将来ビジョン 該当無し H25：重点●政策○ -
H26教育行政方針 該当なし H26：重点●政策○ -

種類 ソフト事業（任意）
根拠
法令

僻地教育振興法
例規
等

佐渡市立学校遠距離通学児童生徒通学支援及び通学費補
助金交付要綱　ほか

1914

事務事業名 小学校スクールバス運行事業 開始年度 平成16 終了年度 未定

平成27年度「市役所の仕事」花まる通信簿（平成26年度実績） 担当課 19学校教育課

Ｐｌａｎ 会計区分 一般会計 事業通番 13970 事務事業コード


